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1.　はじめに
連語とは連語とは連語とは連語とは連語とは連語とは連語とは連語とは連語とは連語とは連語とは連語とは連語とは連語とは連語とは連語とは連語とは連語とは連語とは連語とは連語とは。
2.　『日本語文法・連語論（資料編）』
　連語について　連語について連語について連語について連語について連語について連語について連語について連語について連語について連語について連語について連語について　連語について連語について連語について連語について連語について連語について[endnoteRef:1])連語について連語について連語について連語について。(文中の注番号をゴシック11ポイントにする) [1: ] 

2.1　ヲ格の名詞と動詞とのくみあわせ
ヲ格の名詞と動詞からなる連語ヲ格の名詞と動詞からなる連語ヲ格の名詞と動詞からなる連語ヲ格の名詞と動詞からなる連語ヲ格の名詞と動詞からなる連語ヲ格の名詞と動詞からなる連語ヲ格の名詞と動詞からなる連語ヲ格の名詞と動詞からなる連語ヲ格の名詞と動ヲ格の名詞と動詞からなる連語ヲ格の名詞と動。
2.2　ニ格の名詞と動詞とのくみあわせ
ニ格の名詞と動詞からなる連語ニ格の名詞と動詞からなる連語ニ格の名詞と動詞からなる連語ニ格の名詞と動詞からなる連語ニ格の名詞と動詞からなる連語ニ格の名詞と動詞からなる連語ニ格の名詞と動詞からなる連語ニ格の名詞と動詞からなる連語ニ格の名詞と動詞からなる連語ニ格の名詞と動詞からなる連語ニ格の名詞と動詞からなる連語ニ格の名詞と動詞からなる連語ニ格の名詞と動詞からなる連語[endnoteRef:2])ニ格の名詞と動詞からなる連語ニ格の名詞と動詞からなる連語。 [2: ] 

3.  奥田論文　
　奥田のヲ格論文奥田のヲ格論文奥田のヲ格論文奥田のヲ格論文奥田のヲ格論文奥田のヲ格論文奥田のヲ格論文奥田のヲ格論文奥田のヲ格論文奥田のヲ格論文奥田のヲ格論文奥田のヲ格論文奥田のヲ格論文奥田のヲ格論文奥田のヲ格論文奥田のヲ格論文奥田のヲ格論文奥田のヲ格論文奥田のヲ格論文奥田のヲ格論文奥田のヲ格論文奥田のヲ格論文奥田のヲ格論文奥田のヲ格論文奥田のヲ格論文。
4.　名詞連語
前節までの考察をふまえ前節までの考察をふまえ前節までの考察をふまえ前節までの考察をふまえ前節までの考察をふまえ前節までの考察をふまえ前節までの考察をふまえ前節までの考察をふまえ前節までの考察をふまえ前節までの考察をふまえ前節までの考察をふまえ前節までの考察をふまえ前節までの考察をふまえ前節までの考察をふまえ前節までの考察をふまえ前節までの考察をふまえ。
5.　おわりに 
本稿では、以上、本稿では、以上、本稿では、以上、本稿では、以上、本稿では、本稿では、以上、本稿では、以上、本稿では、以上、本稿では、以上、本稿では、本稿では、以上、本稿では、以上、本稿では、以上、本稿では、以上、本稿では、本稿では、以上、本稿では、以上、本稿では、以上、本稿では、以上、本稿では、以上、本稿では、以上、本稿では、以上、本稿では、以上、本稿では、以上、以上、本稿では、以上、本稿では、以上、本稿では、以上、本稿では、以上、本稿では、以上、以上、～。
注(10ポイント)
)連語の特徴連語の特徴連語の特徴連語の特徴連語の特徴連語の特徴連語の特徴連語の特徴連語　の特徴連語の特徴連語の特徴連語の特徴連語の特徴連語の特徴。
2)くみあわせのくみあわせのくみあわせのくみあわせのくみあわせのくみあわせくみあわせのくみあわせの。
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